
平成２４年度 風水害対応図上型防災訓練 実施計画 

 

１．訓練目的  

  出水期を前に、集中豪雨を想定した図上型防災訓練を実施し、風水害発生時の災害対策本部

が行うべき状況判断や各部局の役割を確認するとともに、応急対策活動上の問題点・課題を抽

出し、本市の災害対応能力の向上を図ることを目的とする。 

 

２．実施日時  平成２４年５月３０日（水） １３時００分～１５時３０分 

 

３．場  所  市役所本館 ５階本部室、本部会議室 

 

４．参 加 者  

 【プレーヤー】 

市長、副市長、本部員、災害対策本部事務局員 外 

 【コントローラー】 

四国地方整備局松山河川国道事務所、松山地方気象台、陸上自衛隊第１４特科隊 

愛媛県、松山東・西・南警察署、市職員 

 

５．訓練内容 

 （１）訓練想定等 

・想定日時  平成２４年５月３０日（水） １３時００分～１５時３０分 

・想  定  活発な梅雨前線により、愛媛県中予では５月２９日未明から雨が降り 

始め、５月３０日４時１０分の大雨警報発表と同時に、市は災害警戒 

 本部を設置して対応にあたる。 

９時から１０時の時間雨量が３４．５ｍｍ、１１時から１２時の時間

雨量が３６ｍｍの豪雨となり、市内の浸水被害や降雨予測、重信川・石

手川の今後の水位予測を踏まえ、同日１３時００分に災害対策本部に切

り替え、体制を強化した。 

また、１４時から１５時の時間雨量も２８ｍｍを観測するなど、本市

では記録的な豪雨となる。 

 

 （２）災害事象等の想定 

    浸水被害、土砂災害、ライフライン、道路交通被害等を想定する。 

    災害事象、雨量、重信川・石手川水位は、平成１３年６月１９日・２０日豪雨災害を想

定する。 

    また、近年全国各地で発生した浸水被害等を考慮した災害事象も加えるものとする。 

 

 （３）図上型防災訓練の手法 

    図上シミュレーション方式を採用し、電話や状況付与票等による状況付与に基づき対応

記録票、時系列管理シートを記入することを徹底するとともに、情報連絡票を活用し、プ

レーヤー間の情報交換を促す。 



６．訓練条件 

（１）集中豪雨（浸水被害、土砂災害、内水はん濫） 

 （２）地域特性（都市部、山間部） 

（３）発災時の条件（時間帯：平日昼間 季節：夏季） 

 

７．訓練スケジュール 

 （１）訓練                 （１３：００～１４：５０） 

 （２）休憩                 （１４：５０～１５：００） 

 （３）統括・講評：全体討議及び取りまとめ  （１５：００～１５：２８） 

 （４）閉会挨拶               （１５：２８～１５：３０） 

 （５）閉  会               （１５：３０） 

 

８．訓練主眼 

（１）災害対策本部及び災害対策本部事務局の運営 

（２）気象台、国土交通省、県、民間気象事業者から提供される気象・水位情報の活用 

（３）優先順位に応じた応急対策対応 

（４）各部・各班固有の対応方針の決定 

（５）各部局間の支援体制・情報共有 

（６）地図、地域防災計画、マニュアル等の活用方法 

 

９．その他 

 （１）本訓練は、ブラインド方式で行うものとする。 

（２）市長、副市長、各部局長参加のもと、災害対策本部会議を２回開催するものとする。 

（13:10及び 14:00頃を予定） 

（３）災害対策本部事務局事務処理要領説明会を、５月２３日に開催する。 


